
令和 6年 (2024年 )

令和 6年能登半島地震に学ぶこと

鎌倉市自主防災組織連合会 会長 渡辺 英昭

令和 6年 1月 1日 、午後 4時 10分に能登半島を震源とする震度 7(マ グニチュード76)の

地震が発生しました。2月 7日 現在犠牲者は241人に上っており、この他安否不明者もいま

す。また、家屋の損壊が6万棟もあるとのこと、家を失い寒空の下避難を余儀なくされる方々

がまだ多くいます。亡くなられた方へのお悔やみと被災された方にお見舞いを申し上げます

と共に、被災地の一日も早い復興が始まることを心からお祈 りいたします。
この地震から自主防災組織として、学ぶことが幾つもあります。

1 避難行動の伝達……直ちに避難行動を起こすように強 く確実に伝えることです。NHKの アナウンサーは大

津波警報が出された時に、叱るような□調で「今す ぐ避難 1 直ちに避難すること |」 と放送していました。冷静

さを失った放送という一部の声 もありましたが、予断を許さず人に避難行動を起こさせるにはやはり強い命令国

調で呼びかけることが大切なことだと思います。

鎌倉市から「避難行動要支援者名簿」を受け取っている自治町内会が多いと思いますが、情報伝達を支援内容 と

する方が多 く含まれています。1軒 1軒丁寧に声がけする間も無い時があると思います。声がけがなかったから逃

げなかったではなく、呼びかけの方法も地域で確認 してお く必要があります。

2 避難路の安全の確保……東日本大震災や今回の能登半島地震の発生は、午後から夕方近 くでしたが、発災が夜

間ともなると停電 したり、更に道路に障害物があると避難するには非常に困難を要することになります。夜間でも

迅速に避難できるよう「停電時対応型の防犯灯」の設置や、危険ブロック塀の改修の促進など安全な避難路に整備

しておく必要があります。

3 避難所運営の問題点 (ミ ニ防災拠点)… …市立小中学校が食料や防災資機材を備えた避難所に指定され、既に

小学校では、「避難所運営マニュアル」が 1校 を除き完了しています。しかし、例えば単身の女性や介護・介助が

必要な人のスペースやエリアが設けられているかなど誰もが安心できる避難所の運営になっているか、今一度「避

難所運営マニュアル」を総点検する必要があります。

首都直下地震 (M7ク ラス)は今後 30年以内に70%の確率で起こると言われています。避難所でのトイレや、断

水時の生活用水の確保、災害ゴミの処理など顕在化している問題があり、発生に備えて、この貴重な経験を生かす
べく、自主防災組織として防災・減災対策の総点検活動を始めましょう。

●総会 書面会議にて執 り行いました。

●自主防災組織 リーダー研修  10月 26日 ・12月 22日
●自主防災組織連合会視察研修会  2月 28日 ・3月 13日 予定

●ブロック訓練

関谷小学校 7月 23日 ・12月 10日    稲村ヶ崎小学校 11月

玉縄小学校 9月 9日         御成小学校   11月
山崎小学校 11月 4日         ]要 越小学校   11月
深沢小学校 ・富士塚小学校合同 11月 5日  大船小学校   2月
七里ガ浜小学校  11月 12日        今泉小学校   3月

18日
19日
19日
19日
3日 予定 大船中学校  3月 ]6日予定

鎌倉市自主防災組織連合会の令和 5年度の主な取組み

1月 6国 に鎌倉市役所で行わ穐た、:肖 防関係表

彰式におしヽて、自主防贅i露動優良団体として者

瀬圏]的会購災組織が市長表影を受けました。
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災害I=備 える  災害時に必要な物品や情報を確認しておきましょう。

非常持出品を確認 しよう

チェックリス トの非常持出品は、あくまで一例です。各家庭の事情に合わせたものを準備 してください。

食料や水は最低 3日分、推奨 1週間分用意することが望まししヽですが、あまり欲張りすぎると重量オ

ーバーになり、避難にも支障が出るので注意が必要です。

□一リングス トックを確認 しましょう

普段から、食料や日用品を少 し

多めに買つておき、消費 した分

だけ新 しく買い足 していくこと

で、常に一定量の食料や日用品

を家に備蓄 しておく方法を□一

リングス トック

と言います。

【備蓄】

普段から少し多めに食料を

ストックしておきましょう

r==‐‐TrT

がイント

水 ・ 食 料 □飲料水 □非常食

貴  重  品 □現金 □印鑑 □健康保険証 □預金通帳

生 活 用 品 ロティッシュ (ウ ェットティッシュ) ロタオル ロごみ袋 □石けん

道 目 類

医  療  品
ロマスク ロ服用している薬 □生理用品 □歯ブラシ (口腔ケア用品)

□手指消毒アルコール ロ体温言十 □救急医療品 (ばんそうこう・包帯など)

衣    類 □防寒着 □下着 ・靴下 ロレインコー ト

そ  の  他
(個人で書き込んでください)

【消費】

古いものから順番に日常生活

の中で消費しましょう

【補充】

消費したら消費した分だけ

新しく買い足しましょう 曇

避難行動要支援者支援制度について

鎌倉市では、災害時の地域での支援活動に活用いただくよう、

避難行動要支援者名簿を作成 しています。この名簿は、自分自

身や家族の助けだけでは避難ができず、第三者の助けを必要

とする方 (避難行動要支援者)を地域のみんなで助ける仕組み

をつくるためのものです。名簿に登録すると、こ自身の情報が

町内会自治会、民生委員児童委員などに提供され、災害時の避

難支援などに活用されます。なお、名簿への登録は、年 1回新

たに対象となつた方に市から意向確認書が送付されるほか、

市総合防災課でも随時受け付けてしヽます。

【対象となる方】

(1)75歳以上の一人暮らしの方

(2)高齢者 (65歳以上)のみ世帯の 75歳
以上の方

(3)身体障害者手帳 1級または2級の方

(4)療育手帳 Alまた |よ A2の方

(5)精神障害保健福祉手帳 1級の方

(6)介護保険法の要介護度 3～ 5の認定を

受けている方

※上記に該当する方に加え、支援を要望して申告した方が
含まれます。
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□携帯電話・充電器 □携帯ラジオ ロ懐中電灯 ロヘルメット ロ軍手

□電池 □時計 ロライター □缶切リ ロスニーカー・スリッパ
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避難する場所

自宅に危険が迫ったら速やかに避難しましょう。避難場所は以下のとおり役割が分かれています。
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c産 広域避難場所

火災が多発・延焼拡大した場合、その輻射熱や煙から生

命・身体を守るために避難する場所です。大火災が起き

なければここへ避難する必要はありません。広域避難場

所は、指定緊急避難場所に相当するものです。

津波来襲時緊急避難建築物 津波来襲時緊急避難空地

津波の発生が予想された場合、一時的に避難する場所で

す。津波来襲時緊急避難建物は、津波避難ビルと呼ばれ

たりもします。津波来襲時緊急避難建築物、津波来襲時

緊急避難空地ともに、指定緊急避難場所に相当するもの

です。

筵
災害が発生するおそれがある場合に開設する施設で、食料や防災資機材の備蓄があります。

市立小中学校 25校が指定されており、市内もしくは隣接する市・区 (横浜市栄区・横浜市

金沢区・横浜市戸塚区・逗子市・藤沢市)で震度5強の地震が発生した際は、自動で開設さ

ねます。指定避難所の他、災害の規模等に応じて補助避難所 (県立高校など)や、福祉避難

所が開設される場合もあります。
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大規模災害時には、自主防災組織を|よ じめとする地域住民と市が協力して避難所を運営す

ることとなります。円滑に避難所に運営するため、自主防災組織で、避難所の開設・運営訓

練を実施する際|よ積極的に参加して、しヽざというときに備えましょう。また、避難所運営に

|よ女性などの参加をうながすなど、多様な方々への対応を心がけましょう。

デマを拡散 しない

過去の大規模災害と同様、能登半島地震でも災害直後から様々な情報が飛び交い中には偽情報も含まね、SNS拡
散で混乱が生 じています。

・「家族が下敷きになつている」根拠不明な情報が拡散、消防や警察の活動が妨げられる事態が発生した。

・募金詐欺と見られるものも発生した。

これらは、偽情報と分からず何か役に立ちたいという
"善

意
"につけこんで行つており、SNS拡 散により収益を

狙つてしヽるものもあります。

「流言は智者に止まる」

賢い人|よ うわさ話や裏が取れない情報を広めない。

まずは、本当かなと疑うこと。

災害時の情報は首相官邸や気象庁、警察や消防、

公的機関のサイトなどで確かめ根拠不明な情報は

むやみに拡散しないことが大切。
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指定避難所 (ミニ防災拠点)
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災害が起きたら 慌てず冷静に行動しましょう。

この手競 1・ 2k義

●

避難藤の

運営について



地 域 の活 動

倉地域 「鎌倉市沿岸部一斉津波避難訓練参加結果など」

一般社団法人材木座自治連合会 防災部長 小野 健次郎

(1)11月 5日鎌倉市沿岸部一斉津波避難訓練参加報告
材木座地区訓練避難先 :①名越クリーンセンター ②紅ケ谷旧市営住宅跡地
③たぶのき公園裏山&実相寺裏山 ④由比ガ浜鎌倉消防署屋上
⑤第一中学校 ⑥材木座 6丁目路地奥
①～⑥の訓練避難先避難に295名が参加をしました。

(2)たぶのき公園裏山に在る元金比羅宮参道の津波避難路の補修計画

鎌倉市と材木座自治連合会で、令和 6年度の補修実施に向けて協議を進めました。
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腰越地域
Ч開婦申肝輸顔―

「腰越小学校区合同防災訓練を実施」
津町内会 上野 学

令和5年 11月 19日 (日 )午前9時から 12時まで腰越小学校で腰越小学校区合同防災訓練を実施し、学区
の 10の 自治会・町内会、小学校職員、PTA、 ,肖 防分団、市総合防災課など 100人以上が参加しました。訓
練では、防災クイズや地震の映像を見てシエイクアウト後に標高 30メー トルの高台に避難する津波避難訓練
水消火器を使つた初期消火訓練、 トランシーバー交信後に負傷者を担架で搬送する救助訓練、ガス発電機を始
動して簡易 トイレを組み立てる避難生活訓練を行いました。個人の災害時対応力と地域の連携を強化すること
ができました。今後も継続して実施していきます。

深沢地域

玉縄地域

「深沢小学校での防災訓練」    ｀

梶原山町内会 会長 須藤 清志 藤
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11月 5日 (日 )9時から深沢地区連合町内会の主催で、深沢小学校で
の防災訓練<避難所の開設・運営体験>を実施しました。
実際の災害では避難所に集まつた人々で準備・運営を行う必要があり

|ます。『防災訓練の参加者はお客様ではありません』

鰊●輪鶉 「鎌倉市防災・ 安全情報メール」配信について颯●鰊蝙

鎌倉市では気象情報や避難所開設情報などの防災情報や不審者情報などの安全安

心情報を携帯電話やパソコン等へ電子メールで配信するサービスを行つています。

登録に必要なものはメールア ドレスだけで、氏名や住所は必要ありません。

メールの配信を希望する方は右の方法により登録してください。

鎌倉市 市民防災部 総合防災課 (823-3000 内線 2614)地域のつながり課 (内線 2954)

「玉縄小学校区避難訓練の実施など」
城廻町内会 会長 渡辺 寿三

(1)5月 玉縄地区防災推進会議の開催
全自治町内会長を対象に4ブロック避難所マニュアル策定に基づく現況を確認して、実施に
基づくブロック別グループミーティングを実施しました。

(2)9月 玉縄小学校での避難訓練を実施
玉縄ブロックでは玉縄小学校 (8自治町内会)で、市の協力を得て、初めて避難訓練を実施し

ました。

(3)12月  大船フラワーセンターにて防災避難訓練を実施
大船フラワーセンターの主催でしたが、周辺6自 治町内会参加のもと、広域避難場所としての

避難訓練を実施しました。

・
｀こちらを読み取

つて画面の指示

に従い登録を行
つて下さい。

大船地域
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「大船小学校避難所運営マニユアルの検証など」

(1)大船小学校区訓練
日日寺 2024年 2月 19日 (月 )16日寺から
場所 市立大船小学校 会議室
対象 市立大船小学校ブロック役員
内容 避難所開設までの流れ確認 (図上訓練)

(2)大船中学校区訓練 (予定)

日時 2024年 3月 16日 (土)10
場所 市立大船中学校 体育館
対象 市立大船中学校ブロック役員
内容 避難所開設から運営まで

田園町内会 会長 水島 三千夫
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編 集 委 員 会
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